
                            

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ２連覇を達成し喜ぶ平佐西女子チーム 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

                           

 

 

 

 

 

 

   

子どもたちにコツを教えます 

 

１月２２日、サンアリーナせんだいにおいて

第１８回地区コミュニティ対抗綱引競技大会

が行われ、平佐西地区女子チームは前回に引き

続き優勝しました。 

３年ぶりに開催された今大会は、男子１２チ

ーム、女子９チームが参加、平佐西女子チーム

は予選初戦から優勝候補の一角上甑チームと

あたり、熱戦の末これを下し、Ｂブロック１位

で通過しました。その後も危なげなく勝ち進

み、決勝戦の相手は予選で争った上甑。これを

２対０で退け、頂点に立ちました。 

２年間の大会中止を挟んでの連続優勝は、簡

単に手に入れられるものでなく、今大会への努

力と精進を讃えたいと思います。 
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西小６年生卒業制作始まる 
平佐西陶芸教室が指導 

 

 

 

１月１７日、平佐西小学校で卒業記念の陶芸作品

作りが始まりました。これは昔、平佐の地で生産さ

れていた「平佐焼」にちなみ、６年生１４２人が小

学生最後の陶芸作品づくりに挑むものです。 

来月に控えた卒業式に間に合うよう始まった「卒

業プレート」づくりですが、成形、素焼き、絵付け、

本焼きと、多くの工程を経ていくため、平佐西地区

コミの自主学級「平佐西陶芸教室」の皆さんの指導

を受け、ほぼ３週間かけて完成します。 

 

 隙のないフォーム、力強さを感じたチームでした  
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始めよう！ 新年度｢大人の部活｣講座の提案を募集 

皆さんのアイデアにより新しい自主学級が生まれています 

  コロナ禍で、集合しての学習活動がやりにくくなった昨今。春の到来を機に再開しませんか。 

また、同好の仲間がいない、やり方がわからないなど始めることをちゅうちょしていませんか。 

  やりたいことを相談ください。採用されれば、地区コミ主催講座として新年度に実施可能です。 

１ 講座の内容 

  地区民のアイデアにより、地域の活性化、住民の交流、住民の健康、生きがい 

づくりなど、講座の目的が地区コミの取り組むべき課題に沿うこと。 

２ 応募できる人  

  平佐西地区住民                                                

３ 時間等 

  おおむね１回２時間程度、回数は全３～４回とする。 

４ 募集期間 

  ６月末まで募集するが、随時応募できる。 

５ 地区コミの提供するもの 

  講師謝金、会場の確保、会場使用料他（個人に属するものは各自負担を原則とする）  

６ その他 

  ※企画書の書式は任意の様式で提出ください。 

  ※新設講座の応募があった場合には生涯学習部で採用の可否を審査します。 

 ※申込先  平佐西地区コミュニティ協議会事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

第２回運営委員会開催される  

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつをする松元協力隊員 

１月３０日、第２回運営委員会が開催されまし

た。今年度の各部の事業の実施状況報告や、はんと

けん体操の取り組み、河川敷の利活用検討、地域お

こし協力隊の活動状況なども報告、勤務最終年度と

なった松元由香協力隊員から出席の皆さんにお礼

の挨拶もありました。 

 

         

｢平佐西コーラス｣ＮＨＫで放映 

１月３１日、ＮＨＫテレビの昼と夕方のローカ

ルニュースで「平佐西コーラス」が放映されまし

た。鹿児島市の川商ホールで行われた「ゆめ・と

きめきねんりんフェスティバル」に出演された同

コーラスの合唱の一コマです。また、当地区から

は「アロハ・ウクレレ」も出演しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 バランスの取れた美しいコーラスでした 

 


